















































































































































































家康 ｢東照宮御実紀｣10巻 付録25巻 天保10年～天保11年
(12)
秀忠 ｢台徳院御実紀｣60巻 付録5巻 天保6年～12年
家光 ｢大猷院御実紀｣80巻 付録6巻 文政8年～天保4年
家綱 ｢厳有院御実紀｣60巻 付録2巻 文政5年～文政7年
綱書 ｢常恵院御実紀｣59巻 付録3巻 文政2年～文政4年
家宣 ｢文昭院御実紀｣15巻 付録2巻 文政8年 (但､付録下)
家継 ｢有事院御実紀｣15巻 付録1巻 文政8年 (但､巻15･付録)
吉 宗 ｢有徳院御実紀｣62巻 付録20巻 天保5年 (但､付録の巻13)
家重 ｢惇倍院御実紀｣31巻 付録1巻 ?


























①将軍 (天保13)- 紅葉山 く嘉永2) ～; 内閣文庫
②日光東照宮 (安政4)
｢副本｣⑥学問所 (天保13?)- 書籍飽 く明治5)- 内閣文庫



















































































































































































⊂ (若年寄堀田)摂津守 (正数)殿 直達




































⊂ (堀田)摂津守 (正敦)殿 (奥右筆衆布施)戒之丞二両上ル
































































































36)｢掛 Il賛紀校閲記｣(黒板勝美･国史大系編修会編 r新訂増補 国史大系第47巻 徳 _
川実紀第10別 吉川弘文臥 1966年)より作成した01なお､成島司直による校閲に Jpgl
関する曹人の実例については､1930年発行 (1941年再刷)の r新訂増補国史大系第
39巻 徳川実紀第2篇Jの口絵などを参照されたい｡
















東照宮御官記 十一 冊 林 衡 (述斎)
成鴫議 箱

































は､残っている場合を例にとると､生成で無地.表題は ｢東記 慶長九年十二月 五｣
I
(｢東照宮御実紀巻五｣)のように訂正してあるものが､左はしに打付けで墨書してある｡
管見の限りでは､一群の史料は､1面8行､1両10行､1両11行のグループに分ける
ことができる｡このうち､1面8行本には ｢校了｣などといった文言が末尾に認められ
(後述)､本文で紹介した稿本③ (徳川林制史研究所寄託本)が､一部､静嘉堂文庫に入
架した可能性がある｡一万､1両10行･11行本には､切紙の貼付や大きな固まりで記事
を移動させる指示 (矢印など)が散見し､中清書を経た(参の稿本以前に作成された草稿
であろうことを推察させる｡実際に､稿本③本と静嘉堂文庫本の1両10行本の記事を比
較すると､静嘉堂文庫本では吹き出しの形で加筆した部分が､(卦本では本文に組み込ま
れていて､記事内容からも､稿本③の方が時間的に後に作成されたことを確認できる｡
ただし､静嘉堂文庫本の10行･11行本のどちらが早期の稿本であるかは未だ不明である｡
8行･10行･11行本に共通するのは､朱書あるいは墨書で､引用書名が本文の右肩に
書かれている点である｡ここからすれば､稿本の段階では引用書名を右肩に記していた
が､1回日の将軍献上本 (天保13年)では引用書名を削除し､2回日の将軍献上本 (義
永2年)では引用書名をパラグラフの後ろにまとめて記す方法を採ったことになる｡し
たがって､本論の ｢6｣で示した考え方は概ね了承されよう｡
先に若干触れたように､静嘉堂文庫本の1面8行本のなかには､本論の ｢5｣で示し
た校閲年の空自を埋める記事が見られる｡以下､稿本の ｢校了｣時期などに関する記事
(25)
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八
???? ?????????
を抜書きして列記しておきたい｡(
春 名
家継 ｢有学院御美紀｣巻1
｢有車院御美紀｣巻14
吉宗 ｢有徳院御美紀｣巻1
｢有徳院御実紀｣巻61
家韮 ｢惇倍院御美紀｣巻1
｢惇侶院御美紀｣巻31
家治 ｢汲明院御実紀｣巻1
｢夜明院御実紀｣巻55
)内は筆者による推定である｡
記 事
｢寅 (文政元年)十一月朔校怯言乞｣
｢己卯 (文政2年)三月廿日枚完｣
｢成 (文化11年)正月廿八日一枚邦之丞｣
｢乙亥 (文化12年)仏滅日 (成島)邦之助
(出役石原)多助校行｣
｢亥歳 (文化12年?)夏五月中洗八日校定此巻｣
｢子 (文化13年?)夏五月中二日校完｣
｢丙子 (文化13年)夏五二十四日始校汝妃首冊｣
｢戊寅 (文政元年)四二十八校完｣
上と本論の ｢5｣で示した表からは､8代将軍書宗の本箱がまず出来上がり､以後､
これを起点に上下に広がるように7代家継･9代家重･10代家治期の草稿が出来あがっ
たこと｡各編は､本題ついで付録の順番で完成したことが明らかになる｡
なお､静姦堂文庫所蔵の ｢東照宮御美紀巻-｣の巻頭と ｢汝明院御美紀巻五十五｣の
末尾は､r静姦堂文庫の古典結 節3回 日本のft盃昏J(静嘉堂文庫､1998年)に写真
が掲載されているので､参照されたい｡
(2000年3月下旬成稲)
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